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 第 1 章では、漁撈と航海術に関する史料を分析した。その中で、第 2 章、第 3 章も含めて「民
俗知」という用語を使用しているが、その意味がこの場所では不十分だと思われる。第 2章では、
「民俗知」を漁民や漁村の仕事や生活であると述べているが、それは人の知識や技能であり、「民
俗」とも考えることができる。研究の主体を人として、その知恵を重要視するという意図であれば、
それを強調して「民俗知」を説明することも可能であるかもしれない。しかし、「民俗知」を対象
とすることが、本論文の主要な視点であることは特徴である。また、歴史的な「民俗知」として、
中国における航海術の文献資料を前漢から民国まで整理している。その中で、明代の『順風相送』
を利用して、その中で書かれた航海術著した点は重要である。 
 第 2章では、海南島における定置網漁を事例として、沿岸漁業に見る民俗知を検討した。とくに、
定置網漁をしている漁民に、二つの灯台を見て海上の乗っている船の位置を理解する民俗技術につ
いて調査を行った。天体や気象からも自分の位置を確認する民俗技術があり、それを写真など自分
の調査から検討している点は有効な調査である。同様に、定置網漁の網などの道具とその使用方法
を漁民から調査している。とくに、月や日によって海水が動く「流水」は海で漁をする際に重要で
あり、毎月「流水」の始まる時間を文字で書いて漁民がもっている。「流水」については、歴史的
文献や図を踏まえて分析している。さらに、漁民に関する信仰の調査も行っており。海南島の調査
地は、福建からの移民が多く、媽祖信仰がこの地に伝播しており、豊漁と航海安全の漁業に関する
信仰が媽祖信仰と結びついている点の調査は、信仰に関するこの地方の特殊性を示した調査と評価
できる。 
 第 3章では、山東省の青島における沿岸漁業の民俗知を検討した。調査地である会場地域の沿岸
部で定置網が行われるが、海に一つの杭で固定する「掛子網」と 6つのひもで海底に固定する「老
牛網」について網の図を自分で描いて説明している点は良いが、その網による漁についてもう少し
調査が欲しかった。ただ、その定置網と羅盤による航海術の調査は、従来民俗学ではあまり行われ
ていない調査で貴重である。 
 第 4章は、青島港東におけるサラワ流し網漁を事例とした、沖合漁業にみられる民俗知の研究で
ある。サワラ流し漁は、流し網を使用して行う刺し網漁である。流し網は、漁具の位置をいかり・
杭などで固定せず、潮流と風力によって流して使用する刺し網漁である。サワラ流し網漁の構造は、
数十枚の網を連接して、その一端をロープで漁船と繋げる。漁場では、漁師は風向や潮流、そして
干潮・満潮の時間を把握しなければならない。さらに重要なのが海の深さであり、「掂水砣」とい
う道具が重要である。その道具は、明清の文献にあり、江戸時代の日本の文献にもある。日本では、
海底の深さを測るための縄付きの重りで、「つるべ」と呼んだ。当時の日本の本には、オランダか
ら伝わった航海術だけでなく、「つるべ」を見ると中国から伝わった航海術も記されていることが
分かった。さらに、海底の重りの中国における「鉛錘」は、海洋考古学の資料としても発見されて
おり、中国ではかなり使われており、この「鉛錘」の調査は、漁民に対する聞き書き調査でも行わ
れており、本論文の深い調査と言うことができる。 
 第 5章は、海南島の採貝漁を事例とした遠洋漁業に見る民俗知をまとめた。海南島の航海書とし
て、「更路簿」を調査した。「更路簿」は、海民が航路を記録した歴史的な資料で、海南省博物館と
中国南海博物館にある。2008 年に、手書きの「更路簿」と漁民で口頭伝承された更路簿が、中国
国家文化遺産として登録された。著者は、漁民に対して実際に「更路簿」について聞き書き調査を
している。「更」は 10海里であることや、「流水」は海水の早い場所で危険な海域であることやそ
こでの操船など操船の重要なことを調査し、これは文献としての「更路簿」の具体的な内容を聞き
書き調査で明確化した点は評価できる。また、羅針盤について、実際にそれを用いた聞き書き調査
も重要である。 
 本論文で、漁業に関わる点について漁撈をめぐる船と漁具および公開について幅広く調査をした。
それを民俗知としてまとめ、民俗知は、人間の生産活動の過程である自然・社会との付き合いから
生まれた経験であるとした。その経験は、知識だけではなく、技術、技能、信仰を含み、日常生活
に大きな影響を与える。民俗知は地域の文化の根であると最終的にまとめた点は、漁業の新たな研
究視点を示したと評価できる。 
 以上、本論文は神奈川大学歴史民俗資料学研究科における博士論文として大きな成果を上げ、高
度な水準に達していると評価できる。本論の審査結果に基づき、兪鳴奇氏に博士（歴史民俗資料学）
の学位を授与することがふさわしいものと審査員一同これを認める。 
